
■ 東方からの賢者・ワイズマンからあなたへのメッセージ vol３  

 

あなたが採用せざるを得ない 

唯一の成功法則とは？ 

 

 

東方からの賢者・ワイズマンです。 

 

「生きにくくなってきた」 

 

たぶん、僕と同年代の人たちの 

ほとんどはそう感じています。 

 

逆に 

 

「なんて素晴らしい時代だろう」と感じている人もいます。 

 

これは僕よりもズーッと年下の 

３０歳代、それ以下の人たちです。 

 

ここで断言します。 

 

ネット前、ネット後における分水嶺、 

大きな間隙がここにあります。 

 

バブル時に踊りながら社会人になり、 

３０歳でネット社会になった僕たちの 

年代はこの時点で敗者です。 

  

ヤベ！自分で敗者っていっちゃった！（笑） 

 

というと、 



 

インターネットというメディアを持てば 

誰もが勝者であると言っているわけではありません。 

 

ただ、その区分けが一番わかりやすいだけです。 

 

それは市場を見つめる視点です。 

 

高度情報化社会における市場ということです。 

 

私はいつもチャールズ・ダーウィンの 

言葉でそれを説明します。 

 

そう「進化論」です。 

 

「組織は細分化へ向かい、その構成要因は単純化へと向かう」 

 

ここで言う組織とは市場を指します。 

 

市場の進化とは細分化です。 

 

そして、 

 

単純化・・・専門化と言い換えてもいいでしょう。 

 

その視点です。 

 

もう少し、突っ込んでそこを見てみましょう。 

 

それはどう細分化していくのか？です。 

 

マーケティング（※市場創造）とは 

時空間を疑うことです。 

 

僕たちが先入観で持っている時間軸と 



空間・・これは商圏と呼んでもいいでしょう。 

 

それを疑うこと。 

 

わかりやすくいえばコンビ二がそうでしょう。 

 

その時空間をズラしたところに実は新たな市場がある。 

 

これも市場の細分化であり、 

単純化・・・専門性ですね。 

 

その視点を持つということです。 

 

そして、ビジネスの規模です。 

 

細分化したビジネスはその程度の規模です。 

 

要は月に一千万円の売上程度です。 

 

でも、そのビジネスを１０つ持っていたら？ 

 

そう、１億のビジネスです。 

 

年商１億程度のビジネスで成功とはいいません。 

 

でも、市場の進化により細分化されたビジネスの 

市場規模ではそれがマックスです。 

 

で、 

 

そのビジネスを複数持つ。 

 

１年に１つとして、５年に５つです。 

 

なぜ、１年に１つと言ったのか？ 

 



それはひとつの事業を創るのに最低でも１年はかかります。 

 

よく巷で億のビジネスをすぐ作るみたいな絵空事を言う人がいますけど、 

それは嘘です。 

 

ネットワークや詐欺ビジネスなら別ですが、まともなビジネスを構築するのに 

最低でも１年はかかります。 

 

あなたは今、おいくつですか？ 

 

たぶん、私よりもお若いと思います。 

 

でしたら、２０事業を持つことも可能です。 

 

２０事業、２０億のビジネスです。 

 

ここで一番重要なこと。 

 

それを最後にお伝えします。 

 

そのビジネス。 

 

あなたが新しく創造するビジネスに「あなたがいない」 

あなたが存在しないビジネスにすることです。 

 

ほとんどのビジネスで失敗するのは 

そのビジネスに経営者である「あなた」がいるのです。 

 

「あなた」が介在するから、ほとんどのビジネスモデルは 

経営者である「あなた」の限界においてその程度のビジネスなのです。 

 

もし、あなたが２０のまったく違うビジネスを持っていたら？ 

 

そこに「あなた」は介在できないでしょう。 

 

そう、自動化です。 



 

逆にそこに「あなた」が介在しないから、 

月１千万円程度のビジネスなのです。 

 

もし、それ以上、稼ごうとすれば 

当然、「あなた」が必要になります。 

 

ビックビジネスはありません。 

 

スモールビジネスという流れを多く持つこと。 

 

それがこれからの時代のビジネススタイルであり、 

 

あなたが採用せざるを得ない唯一の成功法則です。 

 

長々とごめんね。 

 

これ書いている先日、実は高校時代の同窓会へ 

ノコノコと出席し、そこで３１年ぶりに旧友と会い、 

そこで感じたことを書いています。 

  

彼らは私のことを成功者と呼びます。 

 

どうでしょう？ 

 

成功なんて言葉は過去を振り向く言葉でしかありません。 

  

そして、彼らの口から出る言葉は現状における愚痴と 

自身の生活に対する失望です。 

 

これが５０歳。 

 

ネット前の世代の実情です。 

  

僕は成功者だとは思っていません。 

 



しかし、彼らと比べたらカーネギーぐらいに 

柳井社長ぐらいに成功者でしょう。 

  

それは自分の人生を自分で変えることが出来るから。 

 

一番辛いのは自分の生き方を変えることです。 

 

でも、 

 

逆に一番簡単なことは自分の生き方を変えることなのです。 

 

他者を変えることは絶対出来ませんから。 

  

だから、 

 

「変われ！」 

 

それだけです。 

 

東方からの賢者・ワイズマン 

 
 
 
■補足 

 

このレポートは今井秀明君のメルマガで紹介されたものです。 

彼のメルマガに登録しておきますと、この“東方からの賢者”の正体や実例等が明かされるみ

たいです。 

http://digital-work.co.jp/site/mail

 

今井秀明君とは（苦労人のナイスガイです！） 

http://tenchi-souzou.com/prof.pdf

 

東方からの賢者・ワイズマンの実績等（これはしまだくんが紹介してくれてたね、ありがとう） 

http://tenchi-souzou.com/imai/sensei.pdf
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